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ＦＡＸ番号 092-451-0474 
（ 公益財団法人 九州運輸振興センター宛 ） 

 
九州運輸セミナー 参加申込み票 

 

日   時   平成 29 年 4 月 18 日（火） 

セミナー 13：30～17：00 懇談会 17：00～18：30 

会   場   ソラリア西鉄ホテル 

福岡市中央区天神 2-2-43 ソラリアプラザビル TEL 092-752-5555（代） 

セミナー 8 階 「彩雲 花」 懇談会 8 階 「彩雲 月」 

セ ミ ナ ー  

第 1 部 ①講  演 講 師 伊地知 正己氏 国土交通省九州運輸局観光部長 

テーマ 「九州における観光の現状について」 

②研究報告  報告者 栗原  剛 氏 東海大学観光学部観光学科講師 

テーマ 「地域における災害時の観光客対応の現状」 

③特別講演 講 師 山本 慎二 氏 日本通運株式会社業務部長 

テーマ 「熊本地震の災害支援物資対策と今後の課題 

～災害現場で何が起こっていたのか～」 

  第 2 部 パネルディスカッション 

「九州の観光復興に向けて」 

コーディネーター 山内 弘隆 氏 （一財）運輸総合研究所所長 

パ ネ リ ス ト  廻  洋子 氏  淑徳大学経営学部教授 
                （4 月より敬愛大学国際学部教授就任予定） 

髙木 直人 氏 （公財）九州経済調査協会理事長 

後藤 靖子 氏 九州旅客鉄道株式会社常務取締役 

永田 祐介 氏 阿蘇内牧温泉蘇山郷館主 

堀田  治 氏 国土交通省九州地方整備局港湾空港部長 

伊地知英己 氏  国土交通省九州運輸局観光部長 

貴 社 名  

部 署 名  

住   所 
〒 

TEL 

役 職 名 お 名 前 
参加の有無 （＊注）

セミナー 懇談会 

    

    

    

    

    

＊注：参加の有無欄には参加されるものに○印をご記入ください。 

※個人情報の取扱いについて 

１．ご提供いただきました個人情報は、本セミナーの申込みに関する事務手続きや運営、さらには両機関

が主催・後援する各種催しのご案内に使用します。 

２．個人情報は、第三者に開示、提供、預託することはありません。 


